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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　旭川建設業協会二世会　広報渉外委員長の盛永でございます。これより「旭川市中央地区　流雪溝投雪ボランティア」の活動報告をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　私ども旭川建設業協会二世会は旭川市内及び上川管内において建設業を営む社団法人旭川建設業協会会員企業の後継者、もしくはこれに準ずる５０歳未満の会員２６名で構成されており、昭和３７年の発足以来４４年にわたって、会員の研鑽ならびに相互親睦を図り、業界発展のためにその活動を続けております。



　また私どもは業界を取り巻く現状が大変厳しい中、建設産業の将来を担う若手経営者として地域にとってこれからも変わることなく必要不可欠な存在となることを目指しており、近年では前述いたしました会本来の目的に加え、安全でかつ快適豊かな市民生活を守り育むために、本業である専門技術による貢献はもとより「地域のニーズ」を的確に捉えたなかで、その地域に貢献していくといったいわゆる「建設産業の市民化」を推進し、これが会の目的の大きな柱の一つとなっております。



　具体的には「地域との協働」をキーワードに地域住民との連携を図りながら、インフラの有効かつ快適な活用の観点から、VSP、ボランティア・サポート・プログラムにも登録をさせていただきました本活動である投雪ボランティアを始め、河川愛護月間である７月には旭川市内永山地区住民やNPO団体と協働で河川清掃や川に親しむ様々なイベントを開催する「ラブ・リバー・イン・ながやま」事業等を実施いたしております。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　それではこれより、具体的に本活動についてのご説明をさせていただきます。

 

　雪国旭川に住む私達にとって冬期の除排雪は避けて通ることのできないものであります。

　旭川市内中心部にて整備されている流雪溝は「快適な冬のまちづくり」を目指して、国・道・市が連携を図り、市内中心部５路線に総延長約２３キロメートルを整備いたしました。



　除雪した雪を投雪する地域住民と、除雪を行うそれぞれの道路管理者である国・道・市がお互いの役割を果たすことによって、雪山のない道路環境が実現し、平成７年の運用開始以来、流雪溝は快適な冬期の道路環境確保に大きく寄与してまいりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　しかしながら、運用開始１～２年を経たなかで一つの課題が浮き彫りになってまいりました。それは昨今の都市中心部の空洞化現象や、高齢化社会に伴うお年寄り世帯の増加といった、いわゆる「投雪困難地域」の出現であります。



　基本的には行政がインフラを整備し、これをそこに住む地域住民が積極的に活用するというのが本来のかたちであると考えますが、この問題により、それらの地域は如何ともしがたいというのが当時の現状でありました。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　この課題に対処すべく、私ども二世会は、先ほども申し上げましたが会の目的でもある「地域のニーズを的確に捉えたなかで地域に貢献し、建設産業の市民化を推進していく」の趣旨に鑑み、創立３５周年の記念事業として平成９年から前述のエリアを中心とした投雪ボランティアに取り組んでまいりました。



　具体的には市内１条通りから５条通りの１丁目から２０丁目の間、南北１キロ・東西３キロ四方の中で不在地主や高齢者世帯等のポイントを抽出し、例年２月の下旬に活動を実施いたしております。 

http://www.mlit.go.jp/road/koka4/7/7-2.html

» = 4 kS : -

1ﬂ‘°‘li¢d‘s7/7'4"3ﬁiﬂ®$l§lﬂigil! [ -

fﬁ@ﬁﬁﬁ%@ﬁ’?’(”lﬂ“lmu R IREE R
SEDHRICEFUMT, B-ExHETHIER
1 OO~1 60% 4R TEIEL TLVS,

I
R

itimE
Bl LA
TR



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　二世会は本ボランティア活動の主催団体として、旭川市・国土交通省旭川開発建設部・北海道旭川土木現業所の職員有志の方々や旭川市中央地区流雪溝管理運営協議会会員の方々にも呼びかけをし、例年１００名から１６０名の参加のもと、民と官が協働でこの活動に取り組んでいるところであります。



　さらには本活動をより確固たるものとするために、冒頭触れさせていただきましたが、国土交通省北海道開発局が推進するＶＳＰ＝ボランティア・サポート・プログラムの趣旨に賛同し、活動８年目を迎えた平成１６年度事業より「一般国道１２号３９号　旭川市４条通り地区冬期歩道管理に関する協定」を旭川市・旭川開発建設部との間で締結し、当会もVSP団体へと登録をさせていただいたところであります。



　また、この冬期ＶＳＰは、活気があり住みやすい北海道らしい地域社会の形成を図ることを目的とした「地域協働プロジェクト」でも提唱されており、「快適な歩行環境への住民意識の高まり」を背景に「地域住民との協働による、歩きやすく快適な道路空間を確保する」ことを目的としております。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　続きまして効果と成果ですが、本投雪ボランティア活動により、作業前は（左の写真のように）歩道の縁に高々と積まれていた雪が、（右の写真のように）撤去されたことによって、視距の改善・交通渋滞の緩和・歩行障害の改善など道路の快適性・安全性向上に効果をもたらした他、排雪経費の節減や官民間における連帯意識の高揚・コミュニケーションの向上にも役立っております。


R BofE 1 HS MihisiizaE ) A

4 R
T Bl - ihiEHERA = — ke Lok

MERZIINE ) OFFEEC



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　私どもは建設産業に携わるものとして、また地域住民の一員として、整備がなされたインフラの有効活用の促進という観点からもこの活動を今後とも発展継続していきたいと考えております。



　投雪をしなければならないのにその担い手がいないもの・投雪をしたいのにそれが適わないもの・・・「不在地主」や「高齢者世帯」に代表されるこういった領域に目を向けることによって、少しでも快適な冬期の道路環境確保につなげていくことができればと願って止みません。

　現在、本ボランティア活動は前述のとおり、地域のニーズを踏まえ当該地域住民のご賛同とご理解をいただきながら民と官が協働で実施してまいりました。今後に向けましては、これまでの行政・当会・ならびに市民団体の「民と官の協働」から、これに向こう三軒両隣的な地域住民を加えたより草の根の「地域協働」へ向け行政・団体・地域が三位一体となり今まで以上に「住民参加型」の活動に発展するよう努力していきたいと考えております。



　終わりにあたり、本日このような機会を与えていただきました小林会長様をはじめとする「北のみち普請を育てる会」のみなさまに改めて感謝を申し上げますとともに、今般発表をされます他団体のみなさまの活動理念やその内容をもご参考にさせていただきながら、今後とも建設業を生業とするものとしての誇りと責任をもって「建設産業の市民化」推進に向け邁進する所存でございます。駄弁を弄してしまいましたが、以上をもちまして旭川建設業協会二世会・流雪溝投雪ボランティア事業の活動報告に代えさせていただきます。ご清聴まことにありがとうございました。 
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